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を得た。 このうち三量体および多量体の混合物は従来 Tucker が B およびC として報告しており，
その構造が不明の物質に一致する。著者の検討の結果B は 3 : 9', 9: 9"- トリカノレパジノレであるこ
と， c は単一物ではなく多量体の混合物であること， を明らかにした。 また 2 ， 6 ーキシレノーノレと






4 , 6 位に活性の中心をもっ反応中間体ラジカノレを生ずる。フエノキシラジカノレを含む乙れらの中間
体ラジカノレの相互間のカップリングによっ.て複雑な 3 次元構造の溶媒に不溶のポリマーが生成するも
のと考えられる。この機構は tert- フ、、チノレ基で 2 ， 6 位の活性点を封鎖したフェノーノレ類ではポリマ




















第 6--7 章はカ Jレパゾーノレジフェニノレアミンに関するもので，二量体、三量体の生成とその構造の
確認ポリマ一生成機構の解明に成功じている。
第 8--9 章は硫黄化合物及び窒素硫黄化合物としてフェノチアジン類につき検討し生成物の構造を
明らかにしている。
第10章においては，活性メチレン化合物について反応を研究し，フェニノレアセトニトリノレとの反応
(第11章)については特に詳細な研究を行ない，ポリマーの生成機構，スチjレベン誘導体の生成など
に関し知見を大きく広めている。
第13章においては，ベンズオキサゾーノレ類の合成にこの酸化剤が有効に用いられると，対応する O ー
オキシシッフ塩基より酸化と同時に閉環反応が行なわれることを多数の例によって示し，新オキサゾ
-)レ類を合成している。而かして同君は上記多数多種の有機化合物の過酸化ニッケノレとの反応で，諸
反応が水素原子引抜きによるラジカ jレの生成， ラジカノレの転移，カップリングなどによっておこる反
応として綜合的解釈のできる乙とを明示した。またこの間，過酸化ニッケ Jレの国体酸化剤としての利
点，特色を明らかにした。
以上述べたように杉田君の研究は過酸化ニッケノレ固体酸化剤の化学的性質を明らかにし，合成化学
に貢献するところ大きい口よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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